
無理数は小数点以下不規則に数字が続く。
疑問１・・・それぞれの数字に音階をあてはめて曲にしたらどんな
音楽になるのか？

無理数と音楽の関係

＜研究動機＞

円周率が自然界でいろいろなものに現れるということを知り、音楽に

するとどうなるか興味を持ったため。

<調査１>
音階・・・基準音ラから1オクターブ上のラまで、黒鍵を含め12音＝数字は0～9で10個しかな

いため、音階が余る。
→・0~9を220Hzのラから１オクターブ上のドまでに黒鍵を含めずあてはめる。
→・無理数を12進数に変換、0~9,A,Bをそれぞれ音階に当てはめる。

＜12進数とは＞

𝟐𝟎𝟑(𝟏𝟎)＝𝟏𝟒𝑩(𝟏𝟔)
203=1*𝟏𝟐𝟐+4*𝟏𝟐𝟏+B(11)*𝟏𝟐𝟎
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～今後の展望～
今ある音楽を数字に変換したとき、現代で良いとされている音楽には規則性があるのか？
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～無理数が生み出す旋律は美しいか～
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結果
作った音楽を心地よいかという観点で、５段階に評価した。なお調査2では原曲のかえるの合唱の心地よさ
を基準とした。
調査1は10進数、12進数共に黄金比、２の12乗根の評価が他と比べ高く、調査2はネイピア数と黄金比に
対して比較的心地よいと感じることが多かった。

考察
調査1について、黄金比と2の12乗根の譜面には波のような形が多くあり、他と比べ音の急な上がり下がりが少
ないことが心地よさの原因ではないかと考察した。
調査2について、ネイピア数や黄金比は試した4つの無理数のうち、数字が2(通常)に近いため、通常とあ
まり差が出ずに、違和感を感じにくかったのではと考察した。

まとめ
今回の調査から、激しい音の変化や原曲との差など、刺激が強いものに対して不快に感じる傾向がありそ
うだと分かった。

＜調査２＞
２音階の振動数の上がり幅を他の数に変換する。

音階は1オクターブ上がると周波数（Hz）は2倍になり、隣り合う
半音の間で周波数の比は同じ。
→周波数の比をｒとすると、

𝑟12=2より、ｒ=
12
2（2の12乗根）になる。

よって、一音階上がるときの振動数の係数を<調査方法1>の無理数に変換して、かえるの合唱のリ
ズムにあてはめる。

2の12乗根 1.0594630943592953
𝜋の12乗根 1.100092378963587
1+ 5

2
(黄金比)の12乗根 1.0409158862145624

𝑒の12乗根 1.086904049521229

2の12乗根 1.029302236643492

疑問２・・・周波数の比（r）をほかの数に変えてみたときど
んな音楽になるのか？
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